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現行の健康保険証の発行は、令和6年12月2日より終了し、マイナンバーカードでの

保険証利用（マイナ保険証）を基本とする仕組みに移行

経過措置

令和6年12月2日時点で有効な現行の健康保険証は、最大1年間は使用可能

※ ただし、経過措置期間中に発行済保険証の有効期間が到来した場合や、転職・転居などで医療保険の異動が生じた場合は失効

※ 県内の市町村国保における発行済保険証の有効期間は令和７年７月３１日まで

資格確認書

令和6年12月2日以降、マインバーカードを取得されていない方などには、本人の被保険者資格の

情報などを記載した「資格確認書」を無償交付される。これを医療機関等の窓口で提示することで、

引き続き、保険診療を受けることができる。

（１）マイナ保険証への移行について
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（２）マイナ保険証の利用状況等について

（３）マイナ保険証の利用促進に向けた取組

・ 各戸配布広報誌「福岡県だより(11月号)」掲載

・ 県ホームページ、県公式LINE・Xへの掲載

・ ラジオ広報

・ 県保険者協議会において国の施策等の情報提供、

広報実施の呼びかけ、広報文案の提供 等

県の取組 市町村における特徴的な取組

・ 市町村広報誌に掲載

・ ケーブルテレビでCMを放送

・ イベント時にブースを設置して啓発を実施

・ 短期保険証の廃止についての広報 等

利用状況
（令和６年11月）

オンライン資格確認導入状況
（令和６年10月）

全国 18.5％、福岡県 16.4％、 福岡県市町村国保 19.3％ （最大26.3%～最低10.6％）

マイナ保険証利用登録状況
（令和６年１０月）

全国 ７，７４７万人 〔マイナンバーカード保有者（9,４４９万人）の8２.０％〕

病院 診療所 歯科 薬局 県計

県内医療機関数 449 4,149 3,136 2,952 10,686

県内運用機関数 446 3,831 2,834 2,849 9,960

県内導入率 99.3％ 92.3% 90.4% 96.5% 93.2%
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① 岡垣町 26.3% ② 古賀市 25.9% ③ 大刀洗町 25.5%
出典：デジタルPMO マイナ保険証利用率ダッシュボード

出典：令和6年11月21日社会保障審議会（医療保険部会）資料

出典：厚生労働省ホームページ



令和７年度都道府県取組評価分 令和７年度市町村取組評価分

（４）保険者努力支援制度（取組評価分）について 〔マイナ保険証関係〕

出典：令和６年６月２４日開催 第101回国保基盤強
化協議会 事務レベルWG資料 「令和７年度公費の
在り方」
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令和７年度において、一層のインセンティブ強化が予定されている。

令和６年度 令和７年度

都道府県分 最大30点 最大50点

市町村分 最大２４点 最大71点

※赤字は令和７年度の新規追加分

＜参考＞ 令和６年度交付実績

（都道府県分） 被保険者１人１点あたり 約12円

（市町村分） 〃 約79円



（５）市町村事務（資格確認書の発行等）に関する情報共有

・ 今年10月、マイナ保険証への移行に伴う市町村事務（資格確認書の記載事項・レイアウト、職権交

付の対象者や短期証廃止後の滞納者への対応方針など）について、県内市町村の状況を取りまと

めて、その結果を各市町村へ提供した。

・ 引き続き、マイナ保険証に関する市町村事務について疑義が生じた際には、必要に応じて県から厚

生労働省への問い合わせを行い、その回答について県内市町村への情報提供を行う。
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